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北
朝
鮮
に
と

っ
て
幸
運
な
こ

と
は
、
石
油
資

源
が
な
い
こ
と

だ
。
石
油
が
豊
富
な
ら
ば
ア

メ
リ
カ
は
イ
ラ
ク
の
場
合
の

よ
う
に
で
た
ら
め
な
理
由
を

捏
造
し
、
ぼ
こ
ぼ
こ
に
攻
撃

し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

北
朝
鮮
の
核
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
は
落
と
し
場
を
見
つ
け
た

よ
う
だ
。
ア
メ
リ
カ
は
中
国

を
説
得
し
た
。「
こ
こ
は
穏

便
に
。
少
し
頭
を
下
げ
る
く

ら
い
痛
く
も
痒
く
も
な
い
で

し
ょ
う
」
と
。
寛
大
な
金
総

書
記
は
「
中
国
が
謝
っ
て
い

る
か
ら
勘
弁
し
て
や
ろ
う

よ
。
我
わ
れ
は
強
い
か
ら
優

し
い
の
だ
」
と
理
屈
は
と
も

あ
れ
、
矛
を
収
め
る
知
性
は

旧
日
本
軍
部
よ
り
は
賢
い
。

　

そ
れ
で「
め
で
た
し
」と
収

ま
れ
ば
良
い
が
、
そ
う
も
い

か
な
い
。
物
事
は
偶
発
的
な

事
柄
が
付
随
す
る
。
中
韓
の

反
日
も
加
わ
っ
て
日
本
の
右

傾
化
が
加
速
し
つ
つ
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
も
加
担
し
て
い
る
。

　

い
い
加
減
に
し
て
も
ら
わ

な
い
と
日
本
は
困
る
。
日
本

は
自
然
災
害
大
国
で
そ
の
対

処
だ
け
で
大
変
な
の
だ
。
こ

の
と
こ
ろ
九
州
方
面
の
地
震

は
少
な
い
。
自
然
の
悪
神
様

た
ち
が
談
合
し
て
「
九
州
は

台
風
で
」
テ
リ
ト
リ
ー
を
シ

ェ
ア
し
て
い
る
み
た
い
だ
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
名
の
経

済
政
策
が
目
的
と
す
る
の

は
、
デ
フ
レ
不
況
を
打
開
す

る
こ
と
で
あ
る
。
デ
フ
レ
退

治
が
安
倍
政
権
の
主
要
課
題

に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
４

年
４
月
予
定
の
消
費
税
引
き

上
げ
に
は
、「
経
済
状
況
の

好
転
」
が
前
提
条
件
と
さ
れ

て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
デ

フ
レ
不
況
が
ダ
ラ
ダ
ラ
と
続

い
て
い
る
状
況
の
も
と
で

は
、
消
費
増
税
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
―
―
こ
の

　

協
会
は
、
第
51
回
定
期
総
会
を
５
月

26
日
、
大
阪
市
内
で
開
き
、
活
動
方
針

や
予
算
な
ど
の
す
べ
て
の
議
案
を
可
決

し
た
。
小
澤
力
理
事
長
は
、
あ
い
さ
つ

で
「
政
府
の
社
会
保
障
制
度
改
悪
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
、
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も

患
者
と
開
業
医
を
守
る
た
め
に
全
力
を

尽
く
す
」「
社
会
保
障
と
し
て
の
歯
科

医
療
を
実
現
す
る
」
と
表
明
し
た
。
総

会
後
は
、
元
外
務
省
国
際
情
報
局
長
の

孫
崎
享
氏
を
講
師
に
市
民
公
開
講
演
会

「
戦
後
史
の
タ
ブ
ー
に
迫
る
」
を
開

き
、
会
員
や
市
民
ら
約
１
５
０
人
が
参

加
し
た
。 

（
４
面
に
関
連
記
事
）

の
根
源
を
射
抜
く
か
ど
う
か

に
か
か
っ
て
く
る
。
現
代
日

本
の
デ
フ
レ
不
況
の
最
大
要

因
は
「
家
計
消
費
の
低
迷
に

よ
る
内
需
不
振
」
に
あ
る
。

大
衆
的
消
費
が
不
振
に
陥
っ

た
理
由
は
、
勤
労
国
民
の
賃

金･

所
得
が
十
数
年
に
わ
た

っ
て
落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
求

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で

あ
る
（
図
）。

　

ま
ず
第
１
の
矢
の
「
量
的

金
融
緩
和
策
」
は
、
い
わ
ば

「
的
に
届
か
ぬ
矢
」
で
あ

る
。
と
い
う
の
は
、
日
銀
に

よ
る
国
債
買
い
オ
ペ
な
ど
を

通
じ
た
大
量
の
資
金
供
給

は
、
銀
行
に
向
け
ら
れ
た
も

銀
は
黒
田
新
総
裁
の
も
と

で
、
株
・
不
動
産
等
の
資
産

価
格
の
引
き
上
げ
を
狙
っ
た

超
金
融
緩
和
策
に
舵
を
切
っ

た
。
日
銀
が
バ
ブ
ル
を
煽
ろ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ

が
、
バ
ブ
ル
化
は
大
衆
的
消

費
の
底
上
げ
を
も
た
ら
す
も

の
で
は
な
い
。

み
れ
ば
財
政
悪
化
の
ツ
ケ
を

将
来
に
ま
わ
さ
れ
る
結
果
と

な
る
。

　

第
３
の
矢
の
「
成
長
戦

略
」
と
は
、
安
倍
首
相
の
言

葉
で
い
え
ば
、「
日
本
を
世

界
で
一
番
企
業
の
活
動
し
や

す
い
国
」
に
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企

業
天
国
、
企
業
王
国
化
戦
略

で
あ
る
。
こ
れ
が
デ
フ
レ
克

服
に
向
け
た
的
外
れ
戦
略
で

あ
る
こ
と
は
、
指
摘
す
る
ま

で
も
な
い
だ
ろ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
の
み
や
・
あ
つ
み　

１
９

４
７
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学

大
学
院
博
士
課
程
中
途
退
学

後
、
大
阪
外
国
語
大
学
を
経

て
、
神
戸
大
学
発
達
科
学
部

教
授
に
就
任
。
２
０
１
２
年

か
ら
同
大
学
名
誉
教
授
。

そ
こ
で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

「
３
本
の
矢
」
は
「
デ
フ
レ

不
況
打
開
」
を
標
的
に
し
た

も
の
と
な
る
。

　

３
本
の
矢
が
見
事
に
、
的

の
ど
真
ん
中
に
命
中
し
、
デ

フ
レ
を
解
決
す
る
か
ど
う
か

は
、
デ
フ
レ
不
況
そ
の
も
の

め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
国

民
所
得
の
低
下
↓
大
衆
的
消

費
の
低
迷
↓
内
需
不
振
」
と

い
う
流
れ
が
、
デ
フ
レ
不
況

の
真
因
で
あ
る
。
こ
れ
が
ほ

ぼ
定
説
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
問
題
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
矢
が
こ
の
的
を
射
抜
く

の
で
あ
っ
て
、
一
般
の
市
場

に
流
れ
込
む
か
ど
う
か
は
、

日
銀
の
政
策
で
は
決
ま
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に

は
、
市
場
の
資
金
需
要
が
高

ま
ら
な
い
限
り
、
デ
フ
レ
も

不
況
も
打
開
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
い
ま
日

　

第
２
の
矢
は
、
公
共
事
業

バ
ラ
マ
キ
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
は
大
衆
的
消
費
の
回
復

に
は
つ
な
が
ら
ず
、
せ
い
ぜ

い
の
と
こ
ろ
、
土
木
・
建
設

業
界
の
景
気
を
刺
激
す
る
に

と
ど
ま
り
、
的
を
か
す
め
る

程
度
に
終
わ
る
。
国
民
か
ら

的
外
れ
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

デ
フ
レ
の
真
因
は
家
計
消
費
低
迷

会員に役立つ協会づくりと２本柱で
　

１
号
議
案
「
情
勢
、
２
０

１
１
・
12
年
度
活
動
ま
と

め
、
13
・
14
年
度
活
動
方
針

案
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
冨

本
昌
之
副
理
事
長
は
、
窓
口

負
担
軽
減
や
診
療
報
酬
改
善

を
目
指
し
て
取
り
組
む
「
保

険
で
よ
い
歯
科
」
署
名
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
。
２
号

議
案
「
12
年
度
決
算
報
告

案
」、
３
号
議
案
「
収
支
差

額
処
理
案
」、
４
号
議
案

「
13
年
度
予
算
案
」
は
、
三

井
泰
正
副
理
事
長
が
報
告
。

運
動
費
を
昨
年
の
実
績
に
基

づ
い
て
増
額
計
上
し
た
こ
と

を
説
明
し
た
。

　

５
号
議
案
で
は
、
現
行
の

名
誉
役
員
・
事
務
局
長
に
加

え
、
副
理
事
長
を
退
任
し
た

山
上
紘
志
氏
を
顧
問
に
す
る

こ
と
を
辻
本
勝
副
理
事
長
が

提
案
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
５
月
18
日
に

開
い
た
評
議
員
会
の
報
告
を

求
め
る
意
見
や
、
議
案
の
配

布
方
法
に
つ
い
て
意
見
が
あ

り
、
小
澤
理
事
長
ら
が
答
弁

し
た
。
審
議
の
上
、
す
べ
て

の
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。
評
議
員
会
で
選
出
さ

れ
た
理
事
・
監
事
を
報
告
し

た
。

　

総
会
は
、
平
川
光
彦
氏

（
吹
田
市
）
が
議
長
を
務

め
、
張
村
善
紀
氏
（
堺
市
）

と
南
端
理
伸
氏
（
大
正
区
）

が
副
議
長
を
務
め
た
。

　

講
演
会
で
は
、
孫
崎
氏
が

「
自
民
党
に
投
票
す
れ
ば
Ｔ

　

参
議
院
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
案
の
審
議
が
続
く
緊
迫
し

た
国
会
情
勢
の
も
と
、
保
団

連
は
「
社
会
保
障
と
税
一
体

改
革
を
許
さ
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
断
念
を
求
め
る
」
国
会
議

員
要
請
を
５
月
16
日
に
取
り

組
ん
だ
。
協
会
か
ら
下
井
戸

昭
介
副
理
事
長
、
伊
津
進
弘

・
小
山
榮
三
両
理
事
・
相
談

役
、
中
西
幹
夫
・
中
村
新
太

郎
・
森
啓
各
理
事
、
永
田
悦

夫
顧
問
、
宮
本
辰
雄
監
事
ら

Ｐ
Ｐ
や
原
発
を
進
め
る
こ
と

に
な
る
。
一
人
ひ
と
り
が
真

実
を
一
生
懸
命
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」な
ど
と
訴
え
た
。

が
参
加
し
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
の
は
、
山

下
芳
生
参
院
議
員
（
共
産
）

と
宮
本
岳
志
衆
院
議
員
（
共

講
演
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

は
、
政
党
代
表
や
関
係
者
、

会
員
ら
が
参
加
し
、
和
や
か

に
歓
談
し
た
。

て
、
い
つ
も
学
ば
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
」
と
述
べ
、
窓
口

負
担
引
き
下
げ
や
歯
科
保
険

の
給
付
範
囲
の
拡
大
を
求
め

る
署
名
な
ど
合
計
１
７
５
０

筆
の
紹
介
議
員
を
快
諾
し

た
。
宮
本
氏
は
、
地
元
選
出

の
議
員
が
自
民
、
民
主
、
維

新
と
変
わ
る
中
で
、「
地
元

の
自
治
体
で
も
国
政
と
の
パ

イ
プ
を
共
産
党
に
求
め
る
動

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
景
気
回

復
を
実
感
し
て
い
る
国
民
は

少
な
い
。
所
得
は
増
え
ず
、

物
価
は
上
が
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
消
費
税
増
税
や
医
療
改

悪
が
迫
っ
て
く
れ
ば
、
国
民

的
な
大
反
撃
が
起
こ
る
の
で

は
な
い
か
。
３
本
の
矢
と
称

し
て
進
め
る
「
成
長
戦
略
」

は
、
解
雇
自
由
・
残
業
代
ゼ

ロ
・
非
正
規
労
働
を
増
や
す

内
容
だ
。
安
倍
政
権
の
暴
走

と
破
綻
が
は
っ
き
り
し
て
き

た
。
社
会
保
障
と
医
療
、
暮

ら
し
の
応
援
を
政
治
の
最
大

の
使
命
と
し
て
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か

っ
て
が
ん
ば
り
た
い
。

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
憲
法

を
国
政
に
生
か
し
、
社
会
保

障
充
実
の
た
め
に
が
ん
ば
り

た
い
」
と
話
し
た
。

　

同
日
、「
待
合
室
か
ら
訴

え
ま
す
！
『
皆
保
険
を
守
る

政
治
を
！
』」
院
内
集
会
が

開
か
れ
、
与
野
党
各
会
派
か

ら
９
人
の
国
会
議
員
・
秘
書

が
参
加
し
た
。

 

（
２
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

産
）
の
２
人
。
山
下
氏
は

「
口
腔
内
の
健
康
が
全
身
の

健
康
に
つ
な
が
る
と
い
う
歯

科
医
療
の
重
要
性
に
つ
い

国会行動

第
51
回
総
会

歯
科
医
療
改
善
め
ざ
し
要
請

署
名
を
引
き
受
け
た
山
下
芳
生
参
院

議
員（
共
産
・
書
記
局
長
代
行
）の
話

署
名
１
７
５
０
筆
を
提
出

患者・開業医を守る方針などを可決した
第51回定期総会＝５月26日、大阪市内　

山下芳生参院議員（左）に
署名を手渡す中村理事　　

圧
力
が
デ
フ

レ
打
開
に
向

け
た
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
呼

び
起
こ
し
た

の
で
あ
る
。

（図）アベノミクスの３本の矢
３本の矢 具体的政策内容 帰結 矢の性格

①量的金融緩和策 日銀による大量の資金供給 バブル化 的に届かぬ

②機動的財政出動 10兆円規模の公共事業バラマキ 財政悪化 的をかすめる

③成長戦略 世界で一番企業の活動しやすい国 企業天国 的を外れる

社会保障守る方針を可決社会保障守る方針を可決


